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村
上
よ
う
す
け

（
れ
い
わ
新
選
組
）

市
は
前
年
度
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
及
び
都
多
摩
府
中
保
健

所
と
協
働
し
て
「
ひ
き
こ
も
り

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
基
盤

作
り
及
び
課
題
整
理
を
行
い
、

報
告
書
を
作
成
済
。
5
点
に
課

題
集
約
し
て
お
り
、
本
年
度
以

降
は
コ
ア
と
な
る
社
協
を
中
心

に
具
体
的
に
支
援
を
推
進
す
る

段
階
。
本
人
及
び
家
族
と
同
じ

目
線
で
の
取
組
が
鍵
と
な
る
。

ア
報
告
書
の
活
用
に
つ
い
て
問

う
。
イ
コ
ア
メ
ン
バ
ー
に
つ
い

て
問
う
。
ウ
多
機
関
連
携
に
つ

い
て
問
う
。
エ
基
礎
自
治
体
の

広
域
連
携
に
つ
い
て
問
う
。
オ

当
事
者
と
の
接
点
、
居
場
所
拡

充
に
つ
い
て
問
う
。
カ
要
望
の

多
い
生
活
保
護
申
請
支
援
、
親

亡
き
後
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

部
長

ア
作
成
に
当
た
っ
て

は
家
族
会
や
各
機
関
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
実
施
。
実
際
の
取
組
か

ら
得
ら
れ
た
視
点
で
あ
り
、
実

務
上
、
常
に
参
考
と
し
て
い
く
。

イ
社
協
の
福
祉
総
合
相
談
窓
口

が
継
続
的
に
中
心
、
市
も
課
題

共
有
し
な
が
ら
丁
寧
に
協
議
、

支
援
し
て
い
く
。
ウ
学
校
を
は

じ
め
多
機
関
理
解
が
必
要
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

も
参
加
。
エ
経
験
が
不
足
し
て

い
る
。
保
健
所
の
知
識
も
得
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。
オ
本

人
、
親
対
象
の
居
場
所
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
毎
月
1
回
開
催
、
機

会
拡
大
も
研
究
し
て
い
く
。
カ

申
請
同
行
支
援
を
実
施
し
、
親

亡
き
後
支
援
に
つ
い
て
も
個
別

に
相
談
対
応
し
て
い
る
。

吉
良
の
り
こ

（
み
ら
い
）

高
齢
化
が
進
む
中
、
単
身
高

齢
者
世
帯
は
今
後
さ
ら
に
増
え

て
い
く
。
病
気
で
入
院
し
た
と

き
、
施
設
へ
入
所
す
る
と
き
、

通
帳
や
お
金
の
管
理
が
難
し
く

な
っ
た
と
き
、
あ
る
い
は
亡
く

な
っ
た
後
の
手
続
き
な
ど
、
家

族
が
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
た

仕
組
み
で
は
対
応
し
き
れ
な
い

課
題
が
増
え
る
。
こ
う
し
た
方

々
を
支
え
て
い
る
の
が
社
会
福

祉
協
議
会
（
社
協
）
だ
。
社
協

は
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
引
き

こ
も
り
、
障
が
い
を
お
持
ち
の

方
、
生
活
困
窮
者
な
ど
、
複
雑

な
悩
み
や
課
題
を
抱
え
る
方
に

寄
り
添
い
、
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
重
要
な

役
割
も
担
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

今
後
は
支
援
を
必
要
と
す
る
方

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
一
方
で
、

人
材
確
保
や
体
制
強
化
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
ア
社
協
の
重

要
性
へ
の
市
の
認
識
は
。
イ
社

協
の
持
続
可
能
な
体
制
整
備
へ

の
市
の
考
え
方
。
ウ
市
に
よ
る

社
協
へ
の
財
政
的
・
人
材
確
保

的
な
支
援
・
制
度
的
連
携
へ
の

考
え
は
。

部
長

ア
社
協
の
必
要
性
は

今
後
更
に
高
ま
る
。
イ
持
続
可

能
な
体
制
整
備
は
必
要
と
認
識
。

ウ
社
協
自
ら
の
組
織
基
盤
の
強

化
や
人
材
育
成
が
重
要
。
市
と

し
て
必
要
な
支
援
を
協
議
し
て

い
く
。

■
そ
の
他
、
今
年
4
月
に
始
ま

っ
た
離
婚
後
共
同
親
権
制
度
に

つ
い
て
、
市
や
学
校
現
場
の
対

応
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

な
が
と
り
太
郎

（
こ
が
お
も
）

❶
集
会
施
設
は
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
基
礎
的
イ
ン
フ
ラ
だ

が
、
管
理
人
の
い
な
い
無
人
施

設
は
存
在
や
使
い
方
が
知
ら
れ

て
い
な
い
。
ア
設
置
目
的
と
、

利
用
実
態
の
把
握
・
分
析
状
況

は
。
イ
平
日
昼
間
の
抽
選
会
や

管
理
人
宅
で
の
鍵
受
渡
し
は
利

用
の
障
壁
。
予
約
シ
ス
テ
ム
や

ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
ク
導
入
、
利
用

イ
メ
ー
ジ
が
伝
わ
る
広
報
を
。

部
長

ア
市
民
相
互
の
親
睦

と
福
祉
の
増
進
が
目
的
。
高
齢

者
や
子
育
て
世
帯
等
の
交
流
・

活
動
の
場
と
し
て
地
域
の
活
性

化
を
図
る
。
利
用
件
数
や
稼
働

率
は
集
計
し
、
施
設
の
特
徴
把

握
に
活
用
。
今
後
は
施
設
再
編

の
検
討
に
も
生
か
す
。
イ
無
人

施
設
で
も
将
来
的
に
予
約
シ
ス

テ
ム
導
入
を
検
討
。
ス
マ
ー
ト

ロ
ッ
ク
は
事
業
者
か
ら
聴
取
済

で
他
市
を
参
考
に
研
究
。
市
Ｈ

Ｐ
や
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
利
用
イ

メ
ー
ジ
が
湧
く
情
報
発
信
を
検

討
す
る
。

❷
固
定
電
話
網
の
縮
小
や
保

守
部
品
の
枯
渇
を
見
据
え
、
オ

ン
プ
レ
ミ
ス
型
で
な
く
ク
ラ
ウ

ド
Ｐ
Ｂ
Ｘ
を
、
Ｄ
Ｘ
・
働
き
方

改
革
と
一
体
で
導
入
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

部
長

現
Ｐ
Ｂ
Ｘ
は
保
守
部

品
の
生
産
が
終
了
済
。
新
庁
舎

移
転
を
控
え
オ
ン
プ
レ
ミ
ス
型

を
積
極
採
用
す
る
理
由
は
少
な

い
。
Ｄ
Ｘ
施
策
と
の
一
体
性
を

確
保
し
、
Ｉ
Ｖ
Ｒ
や
ス
マ
ホ
内

線
化
、
共
同
調
達
も
含
め
研
究

・
検
討
を
進
め
る
。

中
井
れ
い
子

（
公
明
党
）

❶
重
度
障
害
児
・
者
と
そ
の

家
族
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
目
指
し
、
生
活
介

護
サ
ー
ビ
ス
不
足
の
解
消
と
災

害
時
の
避
難
所
整
備
に
取
り
組

ま
な
い
か
。

部
長

生
活
介
護
事
業
所
は
、

現
在
7
か
所
と
な
り
、
受
入
れ

に
一
定
の
余
裕
が
生
ま
れ
た
。

今
後
も
事
業
所
整
備
や
人
材
確

保
を
進
め
る
ほ
か
、
個
別
避
難

計
画
の
策
定
を
通
じ
、
一
人
一

人
に
応
じ
た
避
難
体
制
の
構
築

に
取
り
組
む
。

❷
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
推
進
に
向
け
、
65
歳
で

接
種
機
会
を
逃
し
た
方
へ
の
対

応
は
ど
う
か
。
ま
た
、
66
歳
以

上
を
対
象
と
し
た
肺
炎
球
菌
結

合
型
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
事
業

を
進
め
な
い
か
。

部
長

定
期
接
種
の
対
象
は

65
歳
の
み
。
65
歳
到
達
者
へ
案

内
を
送
付
し
、
市
報
等
で
周
知

に
努
め
る
。
66
歳
以
上
を
対
象

と
し
た
任
意
接
種
は
現
時
点
で

考
え
て
お
ら
ず
、
今
後
は
国
や

東
京
都
の
動
向
を
注
視
す
る
。

❸
ア
が
ん
検
診
受
診
率
向
上

に
向
け
た
新
た
な
取
組
を
。
イ

医
療
的
脱
毛
症
の
方
も
含
め
た
、

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
支
援
を
検

討
し
な
い
か
。

部
長

ア
受
診
率
向
上
に
向

け
た
取
組
は
先
進
市
を
参
考
に

検
討
す
る
。
イ
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス

ケ
ア
支
援
の
充
実
は
国
の
動
向

や
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
研
究

す
る
。

藤
川
賢
治

（
見
え
る
化
）

❶
新
庁
舎
・
新
福
祉
会
館
の

現
行
案
は
Ｌ
字
型
の
複
合
施
設

で
耐
震
と
免
震
が
混
在
。
市
民

案
は
真
っ
す
ぐ
に
一
体
化
し
た

免
震
設
計
。
ア
市
民
案
は
機
能

と
し
て
足
り
な
い
も
の
は
あ
る

か
。
ま
た
、
入
札
時
期
と
の
関

係
は
。
イ
昨
年
末
に
市
か
ら
示

さ
れ
た
九
つ
の
選
択
肢
の
う
ち

新
福
祉
会
館
建
設
中
止
案
は
再

設
計
が
必
要
か
。
ウ
再
設
計
案

が
あ
る
の
な
ら
、
現
行
案
と
並

行
し
て
再
設
計
を
進
め
て
、
コ

ス
ト
削
減
を
目
指
さ
な
い
の
か
。

部
長

ア
市
民
案
は
現
設
計

を
参
考
に
作
成
さ
れ
て
お
り
機

能
と
し
て
足
り
な
い
も
の
は
な

い
。
入
札
時
期
に
影
響
し
て
い

な
い
。
イ
再
設
計
が
必
要
。

市
長

ウ
現
設
計
で
3
回
目

入
札
を
目
指
す
。
改
め
て
別
プ

ラ
ン
を
検
討
す
る
考
え
は
な
い
。

❷
予
防
接
種
被
害
者
健
康
手

帳
に
て
被
害
者
の
因
果
関
係
認

定
や
証
明
は
さ
れ
て
い
る
か
。

部
長

厚
労
大
臣
の
記
名
で

「
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に

よ
り
、
疾
病
に
か
か
り
、
ま
た

は
障
害
の
状
態
と
な
っ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
証
明
」
と
記
載
。

遠
藤
百
合
子

（
自
由
民
主
党
）

❶
学
校
給
食
は
、
都
の
補
助

に
よ
り
市
の
予
算
が
8
分
の
1

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
7

年
1
月
か
ら
無
償
化
さ
れ
た
。

本
年
4
月
か
ら
は
さ
ら
に
国
の

予
算
投
入
も
さ
れ
て
い
る
。
文

部
科
学
省
の
通
知
で
は
米
飯
給

食
週
3
回
以
上
を
目
標
と
し
て

推
進
す
る
と
し
て
い
る
。
市
内

小
中
学
校
14
校
の
米
飯
給
食
の

平
均
は
週
3
・
75
回
。
一
月
で

見
る
と
75
％
。
平
成
22
年
当
時

は
2
・
8
回
、
56
％
の
た
め
、

こ
の
間
約
2
割
も
米
飯
給
食
の

回
数
が
増
え
た
こ
と
に
な
る
。

ア
米
飯
給
食
の
回
数
を
更
に
増

や
し
て
い
か
な
い
か
。
イ
白
米

を
分
づ
き
米
に
変
え
な
い
か
。

部
長

ア
令
和
6
年
度
は
、

全
校
平
均
で
、
週
3
・
71
回
、

令
和
7
年
度
は
週
3
・
79
回
で
、

前
年
度
を
上
回
っ
て
お
り
、
一

層
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。
イ

学
校
栄
養
士
の
知
見
も
踏
ま
え

な
が
ら
、
分
づ
き
米
の
導
入
の

可
能
性
に
つ
い
て
栄
養
士
会
等

で
議
論
し
て
も
ら
う
こ
と
を
考

え
て
い
る
。

❷
ご
高
齢
の
方
々
が
使
わ
れ

る
施
設
に
手
す
り
と
便
座
ウ
ォ

ー
マ
ー
を
設
置
し
な
い
か
。
併

せ
て
座
敷
用
椅
子
の
配
備
も
。

部
長

公
民
館
・
集
会
施
設

は
27
室
の
う
ち
、
手
す
り
の
設

置
は
5
室
に
。
便
座
ウ
ォ
ー
マ

ー
、
座
敷
用
の
椅
子
は
設
置
済

み
も
含
め
、
優
先
順
位
を
考
え
、

引
き
続
き
対
応
を
検
討
す
る
。

■
そ
の
他
、
倒
木
等
の
リ
ス
ク

管
理
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

市自身が示した選択肢で建設費
40億円減なのに採用せず

水
谷
た
か
こ

（
こ
が
お
も
）

本
市
の
平
成
17
年
の
市
議
会

議
員
選
挙
で
は
3
票
差
で
当
落

が
分
か
れ
た
が
、
そ
の
際
の
無

効
票
は
489
票
も
あ
っ
た
。
ア
電

子
投
票
の
導
入
で
、
市
民
の
意

思
を
よ
り
確
実
に
結
果
に
反
映

し
、
開
票
事
務
も
短
縮
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
イ
予
想
さ
れ

る
課
題
の
解
決
に
向
け
、
来
年

4
月
に
実
施
予
定
の
流
山
市
の

事
例
を
研
究
し
な
い
か
。

事
務
局
長

ア
開
票
に
限
定

す
れ
ば
、
時
間
と
経
費
の
大
幅

削
減
に
一
定
の
効
果
は
あ
る
。

疑
問
票
や
無
効
票
に
係
る
投
票

者
の
意
思
の
反
映
に
も
、
前
進

が
期
待
で
き
る
。
イ
現
状
で
は

検
討
材
料
が
不
足
し
て
い
る
が
、

電
子
投
票
に
移
行
す
る
未
来
を

想
定
し
て
お
く
こ
と
も
大
変
重

要
。
疑
問
点
や
課
題
は
、
電
子

投
票
の
普
及
が
全
国
的
に
進
み
、

実
績
が
重
な
れ
ば
解
消
す
る
も

の
も
多
々
あ
る
だ
ろ
う
。
今
後

の
関
東
圏
等
で
の
実
例
も
十
分

に
調
査
研
究
を
行
い
、
将
来
に

備
え
た
い
。

■
そ
の
他
、
会
議
室
へ
の
マ
イ

ク
設
置
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育

成
と
活
用
を
提
案
し
ま
し
た
。

坂
井
え
つ
子

（
緑
・
つ
な
が
る
）

❶
山
形
県
高
畠
町
に
は
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
推

進
基
金
が
あ
り
、
再
エ
ネ
・
省

エ
ネ
導
入
等
で
削
減
し
た
経
費

を
勘
案
し
基
金
に
積
ん
で
、
再

エ
ネ
・
省
エ
ネ
導
入
等
に
充
て

て
い
る
。
内
部
生
み
出
し
の
財

源
を
内
部
に
充
て
る
の
は
合
理

的
だ
。
基
金
に
限
定
は
し
な
い

し
、
削
減
分
全
て
を
積
む
の
は

馴
染
ま
な
い
と
考
え
る
が
、
削

減
経
費
を
担
当
課
の
施
策
の
充

実
に
充
て
る
仕
組
み
の
構
築
を
。

市
長

非
常
に
参
考
に
し
た

い
。
否
定
し
な
い
が
、
意
見
と

し
て
受
け
止
め
た
い
。

❷
小
金
井
市
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
数
は
8
件
と
い
う

こ
と
で
、
制
度
を
整
え
て
よ
か

っ
た
。
白
井
亨
氏
は
、
自
身
の

政
策
に
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
検
討
」
を
掲
げ
て
お
り
、

2
0
2
6
年
度
施
政
方
針
に
は

「
検
討
の
着
手
」
と
入
っ
た
。

市
長
選
が
迫
る
中
、
在
任
中
の

制
度
化
を
求
め
る
。

市
長

制
定
時
期
を
明
確
に

言
え
な
い
が
、
前
向
き
に
検
討

し
て
い
る
。
具
体
的
な
検
討
を

着
実
に
進
め
た
い
。

プログレスプライドフラッグ。
毎年6月はプライド月間 タブレットによる電子投票体験

の様子

ひ
き
こ
も
り
支
援
を
当
事
者

目
線
で
具
体
化
し
て
い
こ
う

集
会
施
設
の
周
知
・
活
用
と

ク
ラ
ウ
ド
Ｐ
Ｂ
Ｘ
導
入

新
庁
舎
建
設
は
コ
ス
ト
削
減

余
地
あ
る
が
市
側
は
応
じ
ず

選
挙
に
お
け
る
電
子
投
票
の

導
入
を
検
討
し
よ
う

議案、意見書・決議を掲載しています。
https://www.city.koganei.lg.jp/shisei/gikaijimukyoku/teireirinji/reiwa8_gikai/reiwa8_gian/index.html

頼
れ
る
家
族
や
身
寄
り
の
な

い
高
齢
者
へ
の
支
援
体
制
を

重
度
障
害
児
・
者
支
援
／
ワ

ク
チ
ン
と
ウ
ィ
ッ
グ
の
助
成

学
校
の
米
飯
給
食
に

分
づ
き
米
を
‼

目
的
別
基
金
及
び
フ
ァ
ミ
リ

ー
シ
ッ
プ
制
度
の
創
設
を


